
小児期HPP患者の骨病変の特徴と骨以外の臨床症状
～ALP 低値の臨床的意義～

（セミナー紹介）

　HPP は組織非特異的アルカリホスファターゼ（ALP）の活性低下により骨石灰化障害を
呈する骨系統疾患です。くる病や骨形成不全症など他の骨系統疾患との鑑別が必要となり、
骨症状がなく運動発達遅滞やけいれん発作などが初発の症状となることもある疾患です。　
骨折治癒遅延、繰り返す骨折に加えて、疼痛、筋力低下、歩行の遅れなどその症状は多岐
にわたり、年齢別性別標準値に照らし合わせた ALP 低値を見過ごさない事が診断につなが
る重要なポイントとなります。
本セミナーにおいて、進行性の本疾患の病態および治療薬の作用を概説するとともに、
HPP を疑い、鑑別診断のポイントをご紹介いただきます。本セミナーを通して「ALP 低値」
の臨床的意義について意識を高める機会となれば幸いです。
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